
心に寄り添う認知症ケア 

～その人らしさを支えるヒント～



1. 認知症を正しく理解する



認知症の基礎知識



認知症とは何か？

認知症とは、記憶や判断力、思考力といった認知機能が低下し、日常生活

に支障をきたす状態を指します。加齢による自然な物忘れとは異なり、認

知症は脳の病気が原因で発症します。主な種類には、アルツハイマー型認

知症、血管性認知症、レビー小体型認知症、前頭側頭型認知症がありま

す。それぞれ原因や症状が異なり、ケアのアプローチも変わってきます。認

知症の早期発見が重要であり、「最近物忘れが増えた」「怒りっぽくなった」

などの兆候を見逃さず、専門医の診断を受けることが大切です。正しい知

識を持つことが、適切なケアや支援の第一歩となります。



記憶障害以外の症状

認知症というと「記憶障害」が最も知られていますが、それ以外にも多く

の症状が現れます。例えば、アルツハイマー型認知症では、計画を立てた

り物事を決めたりする「判断力の低下」が見られます。レビー小体型認知

症では「幻視」や「筋肉の硬直」、前頭側頭型認知症では「性格や行動の

変化」が顕著です。また、不安や抑うつなど感情面の変化や、せん妄、妄

想といった心理的な症状も多く見られます。これらの症状は、入居者の生

活や周囲の人々に大きな影響を及ぼすため、症状の種類や背景を理解

し、適切なケア方法を考えることが重要です。



進行とケアの重要性

認知症は進行性の病気であり、放置すると徐々に症状が悪化します。初

期段階では軽い物忘れや判断力の低下にとどまることが多いですが、中

期になると日常生活に支障をきたし、後期には介護なしでは生活が困難

になることがあります。しかし、早期に適切なケアを行うことで、進行を遅

らせることが可能です。また、進行状況に応じたケアが重要で、初期には

「自立を支える支援」、中期以降には「安全を確保しながらその人らしさを

尊重する支援」が求められます。認知症ケアは、入居者の生活の質を守る

ための重要な役割を担っています。



認知症の原因と予防



アルツハイマー
型認知症

原因
アルツハイマー型認知症は、脳内に異常なタンパ
ク質（アミロイドβやタウ）が蓄積することで発症
します。これにより、神経細胞が徐々に破壊され、
記憶や思考力、判断力が低下していきます。原因
には、遺伝的要因や加齢が大きく関与しますが、
脳血流の低下や慢性炎症、糖尿病や高血圧など
の生活習慣病もリスクを高めるとされています。

予防
予防には、生活習慣の改善が重要です。適度な有
酸素運動やバランスの取れた食事が効果的とさ
れています。また、脳を活性化させるために読書
やパズル、社会活動に積極的に参加することが
推奨されます。十分な睡眠とストレス管理も脳の
健康維持に欠かせません。これらの取り組みが、
アルツハイマー型認知症のリスクを軽減する助け
となります。



血管性認知症

原因
血管性認知症は、脳内の血流が滞ることで脳細
胞がダメージを受けることにより発症します。脳梗
塞や脳出血、慢性的な脳の血液循環障害が主な
原因です。また、高血圧や糖尿病、脂質異常症な
どの生活習慣病がリスクを高めます。アルツハイ
マー型と異なり、発症が突然で、症状が段階的に
悪化することが特徴です。

予防
血管性認知症の予防には、血管の健康を保つこ
とが重要です。まず、高血圧や糖尿病を管理し、
定期的な健康診断を受けることが推奨されます。
また、禁煙や節酒、脂肪分の多い食事の見直しが
効果的です。運動習慣を取り入れ、適正体重を維
持することも予防につながります。さらに、脳の血
流を促進するために、定期的なウォーキングやヨ
ガなどを実践することが効果的です。



レビー小体型
認知症

原因
レビー小体型認知症は、レビー小体と呼ばれる異常なタン
パク質が脳内に蓄積することで発症します。この蓄積が、
認知機能だけでなく運動機能にも影響を与え、パーキンソ
ン症状（筋の硬直や震え）が見られるのが特徴です。また、
幻視や睡眠障害、注意力の低下が現れることもあります。
原因は完全には解明されていませんが、遺伝的要因や加
齢が影響を与えるとされています。

予防
レビー小体型認知症の予防策は、脳の健康を保つ生活習
慣を取り入れることです。抗酸化作用のある食品（野菜や
果物、ナッツ類）を摂取し、脳細胞のダメージを防ぐことが
推奨されます。また、規則的な運動や良質な睡眠を心がけ
ることが重要です。ストレスを軽減し、リラックスする時間
を持つことも予防に役立ちます。さらに、脳の柔軟性を保
つために、趣味や学習活動を続けることが効果的です。



前頭側頭型
認知症

原因
前頭側頭型認知症は、脳の前頭葉と側頭葉が萎
縮することで発症します。この萎縮が、感情の抑
制や判断力、行動に影響を与え、社会的なルール
を守れなくなることがあります。原因には、遺伝的
要因が強く関与するケースが多いとされていま
す。他の認知症と比べて若年層（40代～60代）
に発症しやすいのが特徴です。

予防
前頭側頭型認知症の予防には、特定の生活習慣
を見直すことが求められます。食生活を改善し、
特に脳に良いとされるオメガ3脂肪酸を含む魚類
を摂取すると効果的です。また、社会的なつなが
りを保つことが重要で、孤立を防ぐために地域活
動や趣味を楽しむことが推奨されます。さらに、感
情やストレスのコントロールを意識し、心の健康
を維持することも大切です。



認知症予防の具体策

認知症を予防するためには、脳を活性化させる活動が大切で

す。例えば、毎日の散歩や体操で適度な運動を行い、読書やパ

ズル、会話など知的刺激を増やすことが効果的です。また、バラ

ンスの取れた食事（特に地中海式ダイエット）や十分な睡眠、ス

トレス管理も予防の一助となります。地域の交流イベントやボラ

ンティア活動も、社会的な孤立を防ぐために有効です。



2. その人らしさを尊重するケア



パーソンセンタードケアの実践



その人らしさを理解する

認知症ケアにおいて最も重要なのは、入居者一人ひとりの「そ

の人らしさ」を尊重することです。その人らしさは、過去の生活

歴、趣味、価値観、家族関係などの背景から成り立っています。

例えば、農業をしていた方であれば、畑仕事に関連した活動を

取り入れると、安心感を覚えやすくなります。また、宗教や文化

的背景も配慮することで、生活の中に安心と満足感を与えられ

ます。入居者のバックグラウンドを深く知るためには、過去のエ

ピソードを家族やスタッフ間で共有し、それをケアに活かすこと

がポイントです。



本人視点に立つケア

認知症の行動や言動には必ず理由があります。例えば、「帰りた

い」と繰り返す入居者の背景には、不安や安心できる場所を求め

る気持ちがあるかもしれません。症状や行動だけを見るのではな

く、背景にある「なぜ」を探る姿勢が必要です。そのためには、入

居者の視点に立ち、心の中でどんな思いがあるのかを想像する

ことが大切です。また、認知症の特性に配慮し、強制的な介入を

避けることで、入居者の尊厳を守りながら、ストレスを軽減するケ

アが可能になります。



尊厳を守る対応

認知症ケアでは、入居者の「尊厳」を守ることが基本です。例え

ば、介助の際に無言で作業を進めるのではなく、「これから服を

お着替えしましょうね」と声をかけ、意志を確認しながら行うこと

で、入居者の安心感を高められます。また、排泄介助や入浴など

プライバシーに関わる場面では、周囲の視線を遮る配慮が必要

です。一見小さな対応に見えますが、これらの積み重ねが入居者

の尊厳を守り、生活の質を向上させる重要な要素となります。



コミュニケーションの工夫



傾聴の大切さ

認知症の入居者とのコミュニケーションでは、焦らずじっくりと話

を聞く「傾聴」が基本です。話の内容が分かりにくい場合でも、表

情や声のトーン、仕草から感情を読み取ることが大切です。例え

ば、言葉に詰まってしまう方には、会話を急かさずに相槌を打ち

ながら待つことで、安心して話ができるようになります。話を聞く

ことで、「自分のことを理解してくれている」と感じてもらえるた

め、信頼関係の構築につながります。



伝わりやすい話し方

認知症の方には、短くシンプルな言葉で、ゆっくりと話すことが効

果的です。例えば、「次にお茶を飲みましょうね」と具体的に伝え

ることで、相手が理解しやすくなります。また、ジェスチャーや視覚

的なサポートを加えると、さらに伝わりやすくなります。難しい言

葉や長い説明は避け、「一つずつ」「分かりやすく」を意識するこ

とで、スムーズなコミュニケーションが可能になります。



非言語的なコミュニケーション

認知症の方との会話では、言葉だけでなく、非言語的なコミュニ

ケーションが非常に重要です。アイコンタクトや笑顔、優しく触れ

るスキンシップなど、言葉以外の方法で安心感を伝えることがで

きます。例えば、手を握りながら話しかけると、相手がリラックス

し、コミュニケーションが円滑になります。非言語的なアプローチ

は、特に言葉の理解が難しくなった方に対して効果的で、「安心

しても良い」というメッセージを届ける力を持っています。



3. 困難な状況への対応



問題行動への理解



徘徊の背景を探る

認知症の方が徘徊する理由はさまざまです。不安感や「帰らなけ

ればならない」という使命感、過去の生活習慣などが行動の背景

にあります。例えば、かつて農作業をしていた方が夕方になると

外に出ようとする場合、「帰って家事をしなければ」といった気持

ちが関与している可能性があります。徘徊を防ぐためには、行動

を制限するのではなく、安心感を与える環境を整えることが大切

です。安全な歩行ルートを作る、外出が必要な場合はスタッフが

付き添うなど、行動の背景を理解した上で適切な対応を行いま

しょう。



暴言・暴力への対応

認知症の方が暴言や暴力を起こす場合、その背景には恐怖や混

乱、身体的な痛みなどが隠れていることがあります。例えば、「知

らない人が勝手に触れる」という感覚が怒りを引き起こす場合が

あります。対応の際は、感情的に反応せず、冷静に「怖かったんで

すね」と気持ちに寄り添う言葉をかけることが重要です。また、環

境を調整して刺激を減らす、接触の際は事前に声をかけて安心

させるなど、予防的な取り組みも効果的です。



拒否行動の対処法

食事や入浴、排泄介助を拒否する行動の背景には、「不快感」

や「不安感」が隠れていることが多いです。例えば、「今日はお

風呂に入りたくない」と拒否する方には、無理に入浴を強制せ

ず、「少しだけ足湯をしましょうか」といった選択肢を提示するこ

とで、安心感を与えます。拒否行動を改善するためには、日々の

観察から入居者の好みや生活リズムを理解し、それに合わせ

たケアを行うことが効果的です。



BPSD（行動・心理症状）への対応



BPSDとは何か？

BPSDは、認知症の方に見られる行動や心理的な症状を指しま

す。具体的には、幻覚、妄想、不安、せん妄、興奮などが含まれま

す。これらの症状は、環境の変化や身体の不調、コミュニケーショ

ンの不足など、さまざまな要因が引き金となります。BPSDは入

居者本人だけでなく、周囲のスタッフや家族にも大きな影響を与

えるため、正確に理解し、適切に対応することが重要です。



環境調整の重要性

BPSDの多くは、環境の調整によって軽減できる場合がありま

す。例えば、騒音や照明の強さ、部屋の配置などが入居者に不安

感を与えていないか確認することが大切です。また、個室で過ご

す時間が多い場合には、適度な刺激を与えるために他の入居者

との交流の機会を作ることも効果的です。環境を整えることで、

入居者の心理的な安定が保たれ、BPSDの症状が緩和される

可能性が高まります。



安心感を与えるケア

認知症の方に安心感を与えることは、BPSDの症状を軽減する

上で非常に重要です。例えば、優しい声で名前を呼びながら、

相手の手を握って話しかけることで、不安や興奮が和らぐことが

あります。また、「大丈夫ですよ」「一緒にやってみましょう」といっ

た安心感を与える言葉を積極的に使いましょう。入居者が自分

を尊重されていると感じることで、行動や心理状態が安定しや

すくなります。



4. スタッフ間の連携と
　 ケアの質向上



情報共有の仕組み



申し送りの工夫

認知症ケアにおいて、スタッフ間の情報共有は極めて重要です。

申し送りの際には、簡潔かつ正確な情報伝達が求められます。例

えば、「Aさんは今朝、不安が強く、食事を拒否しました。昼食時

は少し落ち着いていました」といった具体的な観察内容を共有す

ることで、次のシフトのスタッフがスムーズに対応できます。また、

共有すべき情報を「身体状況」「心理状態」「特記事項」などに分

けて整理すると、効率的でミスの少ない情報伝達が可能になりま

す。定期的に申し送りのフォーマットを見直し、チーム全体で改善

を図ることも大切です。



ICTの活用

タブレットやクラウドシステムを活用した情報共有は、スタッフ間

の連携を効率化する強力な手段です。例えば、記録をリアルタイ

ムで共有できるシステムを導入すれば、申し送りやケア計画の

見直しがスムーズに行えます。また、過去のケア記録を簡単に検

索できるため、入居者の状態変化を迅速に把握できます。ICTの

活用により、情報共有の手間を削減し、より入居者に向き合う時

間を確保することができます。ただし、導入時にはスタッフへの研

修を徹底し、全員がシステムを効果的に使えるようにすることが

重要です。



振り返りの時間を設ける

日々の業務を振り返る時間を設けることで、ケアの質を継続的に

向上させることができます。例えば、週に1回のケースレビューを

行い、特定の入居者に対するケアの課題や成功例を共有する

と、チーム全体の知識が深まります。振り返りの場では、良い事例

だけでなく改善点も率直に話し合い、建設的な意見交換を促し

ましょう。この取り組みによって、スタッフ間の信頼関係が強まり、

チーム全体のスキルアップにつながります。



チームワークの強化



助け合いの文化を育む

介護現場では、忙しい時や困った時に助け合える文化を育むこ

とが重要です。例えば、ケアが重なる時間帯に「大丈夫？」と声

をかけ合い、サポートし合うことで、業務の負担が軽減されま

す。助け合いの文化は、日頃からのコミュニケーションによって

育まれます。朝礼やミーティングの場で、お互いをフォローし合

う重要性を共有し、全員が協力しやすい雰囲気を作りましょう。

こうした職場環境は、スタッフの離職防止やケアの質向上にも

つながります。



役割分担の明確化

スタッフそれぞれの得意分野を活かし、役割分担を明確にするこ

とで、業務の効率化とケアの質向上が期待できます。例えば、「記

録作業が得意なスタッフ」「レクリエーションに積極的なスタッ

フ」など、それぞれのスキルに応じた配置を行います。また、役割

分担を行う際には、全員が負担を感じず公平に業務を分担でき

るよう、定期的に見直しを行いましょう。明確な分担はチーム内の

混乱を防ぎ、スムーズな業務遂行を可能にします。



問題解決の相談体制

認知症ケアでは、スタッフ一人で解決が難しい問題が発生する

ことがあります。その際、相談しやすい体制が整っていることが

重要です。例えば、困難なケースに対してリーダーや他のスタッ

フに気軽に相談できる場を設けることで、問題の早期解決が可

能になります。相談体制がしっかりしている職場は、スタッフが

孤立せず、安心して働ける環境を提供します。定期的に相談会

を設けたり、匿名で意見を共有できる仕組みを取り入れるのも

効果的です。



5. 認知症ケアの未来を考える



新しいケアの潮流



地域包括ケアとの連携

認知症ケアにおいて、地域包括ケアシステムは今後さらに重要

な役割を果たします。地域包括ケアとは、医療、介護、福祉などが

連携し、認知症の方が住み慣れた地域で安心して暮らせる環境

を整える仕組みです。例えば、地域内の多職種が定期的に情報

を共有し、個別のケアプランを共同で作成することで、入居者の

生活の質が向上します。また、施設と地域住民の交流を促進する

取り組みも、入居者が地域社会とつながりを持ち続ける一助とな

ります。地域全体で支えるケアが、認知症の方の安心と生活の質

を高める鍵です。



ICT・AIの可能性

ICTやAIを活用した新しいケアの形が注目されています。例え

ば、センサーやカメラを用いた見守りシステムは、徘徊や転倒を

未然に防ぐことが可能です。また、AIを活用したケア記録システ

ムは、入居者の状態をリアルタイムで共有し、スタッフの業務負

担を軽減します。さらに、ロボットやバーチャルリアリティ（VR）技

術を用いたレクリエーション活動も、入居者の心身の活性化に役

立っています。これらのテクノロジーを適切に取り入れることで、

ケアの質と効率を両立させる未来が広がります。



多職種連携の重要性

認知症ケアをより充実させるためには、介護職員だけでなく、医

師、看護師、リハビリスタッフ、栄養士など多職種が連携すること

が欠かせません。それぞれの専門性を活かし、情報を共有しなが

ら入居者に最適なケアを提供します。例えば、栄養士と協力して

食事内容を改善したり、リハビリスタッフと連携して身体機能を

維持するプログラムを作成することが挙げられます。多職種連携

により、より包括的で質の高いケアを実現できるのです。



スタッフの成長と学び



継続的なスキルアップ

認知症ケアは日々進化しており、スタッフが最新の知識やスキル

を学び続けることが重要です。例えば、外部研修やセミナーに参

加し、他の施設の成功事例や新しいケア技術を学ぶことが挙げ

られます。また、eラーニングなどを活用すれば、自分のペースで

知識を深めることが可能です。学び続けることで、スタッフ自身の

自信が高まり、より高いモチベーションでケアに取り組めるように

なります。



成功体験の共有

スタッフ間で成功体験を共有することは、チーム全体のスキル向

上に繋がります。例えば、「徘徊が多かった入居者が、趣味活動を

通じて落ち着いた」という事例を共有することで、他のスタッフも

その方法を実践できます。成功体験を共有する場を定期的に設

けることで、知識が蓄積され、職場全体のケアの質が向上しま

す。また、スタッフ同士で成果を褒め合う文化が醸成されると、働

きやすい職場環境が整います。



職場全体で成長する体制

施設全体でスタッフの成長を支える体制を整えることが重要で

す。例えば、メンター制度を導入し、新人スタッフが経験豊富な

先輩から指導を受けられる仕組みを作ることで、早期に業務に

慣れることができます。また、定期的な意見交換会や研修を実施

し、スタッフ間で学び合う機会を提供することも効果的です。職

場全体が「学ぶ姿勢」を共有することで、スタッフ全員がスキル

を高め、ケアの質を向上させることが可能です。



研修まとめ

認知症ケアで心と笑顔を守る



1. 認知症の
　 正しい理解 •　記憶障害だけでなく、行動や感情

の変化にも対応する。

•　症状を理解し、その進行に合わせ
たケアを行うことが大切。

•　認知症は種類ごとに原因や症状
が異なり、それに応じたケアが必要。



2. その人らしさを
　 尊重するケア • 「背景にある思い」を探り、本人視点

に立った対応を心がける。

• コミュニケーションでは言葉だけで
なく非言語的な方法も活用。

• 入居者の生活歴や価値観を理解し、
個別のケアを提供する。



3. 困難な状況
　 への対応 • 徘徊や拒否行動などの背景にある

原因を理解する。

• 環境を整え、不安を軽減することで
行動を予防・軽減する。

• 安心感を与えるケアが、BPSD
（行動・心理症状）の改善に役立つ。



4. スタッフ間の連携
　 とケアの質向上 • スタッフ同士が助け合う文化を

育み、役割分担を明確にする。

• 振り返りやケース共有を通じて、
ケアの質を高める。

• 情報共有を効率化し、チームで
入居者を支える体制を作る。



5. 認知症ケア
　 の未来  地域や多職種と連携し、包括的な

ケアを目指す。

 スタッフ全員が学び続け、成長を
続ける環境を整える。

• ICTやAIなどの新技術を活用
し、効率と質の向上を図る。



最後に

認知症ケアは 、一人ひと りの尊厳を

守り、その人らしい生活を支えるため

の取 り組みです 。私たちスタ ッ フ全

員が協力し 、安心と笑顔があふれる

職場環境を作り上げましょう ！


